
研修の概要
【タイトル】多職種相互理解・連携セミナー ～みんなでつくる青森がん診療の輪～

【目的】
多職種の業務内容について理解を深める
多職種で連携してがん治療で対応できることを増やす

【対象者・人数】
院内のがん化学療法に関わるスタッフ（医師、がん化学療法看護認定看護師、薬剤師、MSW、臨床心理士、
管理栄養士）各職種３名ずつ参加し、職種混合3チームをつくる

【目標】
一般目標 (GIO)

他職種の業務内容について理解する
多職種で連携できる業務内容について考察する
複数の専門性を掛け合わせることで、患者に対し適切な治療・ケアを提供する

到達目標 (SBO)

初回は院内で行い、ノウハウを構築した後に、同様の研修会を他施設も含めた県内全域で行う。



プログラム
開始 終了 時間 研修方法 内容

10：00 10：10 10分 オリエンテーション 開会挨拶、研修内容説明

10：10 10：30 20分 アイスブレイク 自己紹介、アイスブレイクトーク

10：30 11：00 30分 グループワーク
(同職種)

各職種の業務内容についてまとめる

11：00 11：10 10分 休憩

11：10 12：10 1時間 スライド発表 各職種の業務内容について発表

12：10 13：00 50分 昼食

13：00 13：10 10分 模擬症例について説明

13：10 13：50 40分 グループワーク
(多職種混合)

模擬症例に対して各業務内容を提示する
連携可能な業務内容について考察する

13：50 14：00 10分 休憩

14：00 15：00 １時間 スライド発表 混合グループでの話し合いについて発表

15：00 15：15 15分 まとめ

1日目

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2日目がある場合にはスライドを複製してください



研修の評価

【実施評価】 グループワークの中で、多職種の役割について理解して十分に話し合えたか
時間配分が適切だったか
開催日が適切だったか
参加職種、各職種での参加人数は適切であったか

【結果評価】事前アンケートと事後アンケートの比較
内容：各職種への理解度、がん診療においてどのような業務で連携可能と考えるか

【企画評価】
自施設での今後のがん診療に有用であったか
初回は院内で行ない、ノウハウを構築したら、その後は範囲を県内に広げる。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「効果的な研修の企画」の講義を参考に、各評価について、時期や方法、評価内容について記載してください。参考）実施評価：実施経過を振り返り、実施内容の適切性を評価する。実施内容について従事者側と参加者の反応から評価する。結果評価：到達目標（SBO）を評価する。研修前後の状態を比較してSBOの達成度を評価する。企画評価：実施評価、結果評価を踏まえ、企画全体の適切性を評価する。
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